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【抄  録】 
本研究では,車いすバスケットボールを題材とした障害者スポーツ教育プログラム（以下、障スポ教育

プログラム）が参加者にどのような影響を与えているかという問いに対し,社会的インパクト評価の研究で

評価対象となるアウトカムに着目し,障害者スポーツ教育プログラムのアウトカム評価尺度の作成と信頼

性・妥当性の検討を目的とする. 
まず障害者スポーツ教育プログラムで作成したフィールドノーツをもとにインタビューガイドを作成し,障

害者スポーツ教育プログラムの関係者５名に対しインタビュー調査を実施した.次に,インタビューで得ら

れたデータや先行研究をもとに尺度作成を行った.測定尺度は,大きく「障害者に関するアウトカム」と「障

害者スポーツに関するアウトカム」の２つに分かれ,それぞれ 12 項目と 10 項目の合計 22 項目で構成さ

れた.作成した尺度を用いて関東圏内の小中学校６校に在籍する生徒 887 名を対象に質問紙調査を行

い,得られたデータを分析することで尺度の妥当性の検討を行った. 
項目分析の結果 ,障害者スポーツ教育プログラムのアウトカムを測定する尺度は 13 項目となった.残っ

た 13 項目には一定の妥当性と信頼性が確認され,収束的妥当性及び弁別的妥当性も示された.因子

分析の結果 ,障害者スポーツ教育プログラムのアウトカム尺度のうち,「障害者に関するアウトカム」は 2 因

子構造となり,「障害者スポーツに関するアウトカム」は 1 因子構造となった.本研究では,先行研究で扱わ

れている項目とは異なる独自の項目が抽出される結果となったが，こうした項目はプログラムを実際に運

営し参加者と直接関わりをもつ者のインタビュー調査から作成されており,プログラム実施後すぐに実感

できる直接的なアウトカムに関する項目や,よりプログラム参加者の実態に沿った内容の項目が抽出され

たと考えられる.削除された項目に関しては,小中学生にとっては曖昧で答えづらい質問項目になってい

たことや,規範意識からほとんどの回答者がポジティブな回答をしたことにより回答に偏りがでてしまったこ

とが要因として考察された. 
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